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系
も
負
け
て
い
な
い
。
ヨ
ー
コ
の
母
親
の
祖
父

は
安
田
講
堂
に
名
を
残
す
安
田
善
次
郎
（
安
田

財
閥
創
始
者
）
で
あ
る
。

　
新
島
と
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
が
見
え
な
い
糸
（
し

か
も
極ご
く

細ぼ
そ

）
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
同
志

社
で
は
周
知
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
十
五
年

前
、『
同
志
社
山
脈
─
百
十
三
人
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
─
』（
晃
洋
書
房
）
を
編
ん
だ
際
、
私
は

初
期
同
志
社
の
出
身
者
中
、
代
表
的
な
財
界
人

の
列
伝
を
い
く
つ
か
収
録
し
た
。
小
野
は
、
深

井
英え
い

五ご

（
日
銀
総
裁
）
や
市
原
盛も
り

宏ひ
ろ

（
朝
鮮
銀

行
総
裁
）
と
共
に
同
志
社
が
生
ん
だ
数
少
な
い

「
総
裁
」
で
あ
る
が
、
孫
と
の
関
連
で
は
認
知

度
は
低
い
。
で
、
小
野
の
列
伝
を
私
は
こ
う
結

ん
だ
。「
ち
な
み
に
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ジ
ョ
ン
・

レ
ノ
ン
（J.Lenon

）
の
妻
、
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ

は
小
野
の
孫
に
あ
た
る
」。
だ
が
、
学
内
の
反

応
は
き
わ
め
て
鈍
か
っ
た
。

　
最
良
の
評
伝
、
鏑
か
ぶ
ら

木き

路る

易い

「
同
志
社
出
身
の

興
銀
総
裁
小
野
英
二
郎
」（『
新
島
研
究
』
八
八
、

一
九
九
七
年
二
月
）
に
し
て
も
、
ヨ
ー
コ
の
記

述
は
わ
ず
か
一
、
二
行
。
今
回
、
同
志
社
の
チ

ャ
ペ
ル
や
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
私
が
受
け
た

取
材
シ
ー
ン
が
、
ヨ
ー
コ
の
い
わ
ば
学
内
デ
ビ

ュ
ー
で
あ
っ
た
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」

　
去
年
の
夏
（
八
月
十
八
日
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
に
オ
ノ
・
ヨ
ー

コ
が
出
演
し
た
。
収
録
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
八

十
四
歳
の
ヨ
ー
コ
は
健
在
振
り
を
示
し
、
重

症
説
を
一
掃
し
て
フ
ァ
ン
を
安
心
さ
せ
た
。
さ

ら
に
同
志
社
人
に
は
、
場
違
い
の
新
島
襄
を

い
き
な
り
「
登
場
」
さ
せ
て
驚
か
せ
た
。
な
ぜ

新
島
か
。

　
そ
の
答
え
は
、
ヨ
ー
コ
の
家
系
に
あ
る
。
父

方
の
祖
父
が
新
島
の
教
え
子
な
の
で
あ
る
。
小

野
英
二
郎
（
一
八
六
四
年
～
一
九
二
七
年
）
と

い
い
、
日
本
興
業
銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
総

裁
を
務
め
た
。
子
息
の
英え
い

輔す
け

（
ヨ
ー
コ
の
父
）

も
東
京
銀
行
常
務
取
締
役
。
対
す
る
母
方
の
家

の
長
男
）
や
同
郷
の
広
津
ら
と
洗
礼
を
受
け
た
。

が
、
同
年
末
の
徴
兵
令
改
正
を
受
け
て
、
最
上

級
の
五
年
生
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
退
学
を
決
意
。

徴
兵
回
避
が
可
能
な
官
公
立
へ
の
転
校
を
企

て
た
。

　
そ
の
決
断
は
早
か
っ
た
。
校
内
の
全
寮
生
を

集
め
て
、
改
正
徴
兵
令
の
全
文
を
読
み
聞
か
せ

た
翌
日
（
一
月
二
日
）
に
は
、
率
先
垂
範
し
て

み
せ
た
。
友
人
の
こ
の
日
の
日
記
に
は
、
小
野

は
「
大
阪
辺
ノ
師
範
学
校
」
受
験
の
た
め
友
人

た
ち
に
「
告
別
シ
テ
発
足
」、
と
あ
る
（『
池
袋

清
風
日
記
』
上
、
九
～
一
〇
頁
、
同
志
社
社
史

資
料
室
、
一
九
八
五
年
）。

　
退
学
の
件
は
も
ち
ろ
ん
校
長
の
新
島
に
も
相

談
し
た
。
い
っ
た
ん
帰
省
し
た
小
野
は
、
受
験

の
た
め
に
東
京
に
赴
く
途
次
、
京
都
で
新
島
と

再
び
面
談
し
た
。
小
野
の
入
洛
は
一
八
八
四
年

三
月
十
一
日
の
こ
と
で
（
同
前
、
一
〇
八
頁
）、

お
り
し
も
新
島
は
二
度
目
の
欧
米
旅
行
に
旅
立

つ
直
前
で
あ
っ
た
。

同
志
社
か
ら
オ
ベ
リ
ン
大
学
へ
　

　
受
験
先
は
大
学
予
備
門
（
東
大
の
前
身
）
で

あ
っ
た
。
漢
学
の
点
数
が
足
り
ず
不
合
格
と
な

る
や
、
す
か
さ
ず
方
針
転
換
を
計
っ
た
。
留
学

設
期
の
同
志
社
』
三
〇
八
頁
、
同
志
社
社
史
資

料
室
、
一
九
八
六
年
）。

　
水
郷
の
街
・
柳
川
の
人
気
は
、「
ど
ん
こ
船
」

に
よ
る
川
下
り
。
川
の
畔
に
は
白
秋
の
碑
な
ど

と
並
ん
で
、
海
老
名
の
屋
敷
跡
碑
も
立
つ
（
建

碑
の
際
、
私
は
碑
文
作
成
を
手
伝
っ
た
）。
小

野
邸
は
そ
の
近
く
に
あ
る
。
屋
敷
は
取
り
壊
さ

れ
、
門
だ
け
が
立
つ
。
市
当
局
は
跡
地
を
買
収

し
て
小
野
記
念
館
を
建
て
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

し
た
い
と
も
聞
く
。
近
隣
に
は
北
原
白
秋
記
念

館
が
あ
り
、
白
秋
作
詞
の
校
歌
を
展
示
す
る
。

同
志
社
大
学
歌
「
♪
蒼あ
お

空ぞ
ら

に
近
く
　
神
を
思
う

瞳
」
の
楽
譜
（
作
曲
は
山
田
耕
筰
）
も
そ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。

　
小
野
は
同
志
社
英
学
校

二
年
次
に
入
り
、
安
部
磯

雄
、
川
本
恂
じ
ゅ
ん

蔵ぞ
う

、
村
井

知と
も

至よ
し

、
岸
本
能の

武ぶ

太た

ら
と

同
級
と
な
っ
た
。
彼
ら
と

の
交
流
は
密
で
、
と
く
に

川
本
は
の
ち
に
小
野
の
留

学
に
絡
む
。
小
野
は
在
学

中
の
一
八
八
三
年
に
、
同

志
社
教
会
で
新
島
襄
牧
師

か
ら
津
田
元も
と

親ち
か

（
津
田
仙

柳
川
か
ら
同
志
社
へ

　
小
野
英
二
郎
は
福
岡
県
柳
川
の
出
身
。
周
知

の
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
先
輩
で
い
え
ば
、
海
老

名
弾だ
ん

正じ
ょ
うと
家
永
（
辻
）
豊
吉
が
同
郷
で
あ
る
。

後
輩
に
は
加
藤
延え
ん

年ね
ん

（
延
雄
の
父
）
や
広
津
友

信
が
い
る
。
こ
の
う
ち
、
小
野
が
柳
川
中
学
校

（
旧
藩
校
）
か
ら
同
志
社
へ
進
む
道
を
開
い
た

の
が
、
海
老
名
と
家
永
で
あ
る
。
ふ
た
り
は
帰

省
時
に
青
年
た
ち
に
講
演
会
で
キ
リ
ス
ト
教
や

西
洋
文
明
を
説
き
、
同
志
社
を
紹
介
し
た
。
小

野
は
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
て
京
都
行
き
を
決
め
、

家
永
に
付
き
添
わ
れ
て
京
都
に
向
か
っ
た（『
創
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大
学
に
着
く
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
サ
ナ

ト
リ
ウ
ム
で
保
養
中
の
新
島
に
近
況
と
抱
負
を

書
き
送
っ
た
。「
基き
り

督す
と

教
ヲ
基
ト
ス
ル
教
育
家

と
学
者
之の

必
要
ヲ
切
ニ
相
感
シ
申
も
う
し

候
そ
う
ろ
う」ゆ

え
に
、

六
、
七
年
間
、
こ
こ
で
「
神
学
及
お
よ
び

一
、
二
之

学
科
」
を
専
攻
。
帰
国
後
は
「
神
ト
真
理
ヲ
友

ト
ス
ル
人
物
ヲ
養
成
」
し
て
「
先
生
御
働
之
一

部
分
」
を
担
い
た
い
、
と
（『
新
島
襄
全
集
』

九
下
、
一
三
〇
頁
）。
小
野
は
同
志
社
在
学
中

に
「
新
島
先
生
の
感
化
」
を
受
け
、「
小
新
島

に
な
ら
う
」
と
決
断
し
て
い
た
（『
創
設
期
の

同
志
社
』
三
一
〇
頁
）。
学
生
か
ら
見
て
も
、

師
の
新
島
こ
そ
誰
よ
り
も
「
神
ト
真
理
ヲ
友
ト

ス
ル
人
物
」
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
オ
ベ
リ
ン
に
先
に
留
学
し
て
い

た
川
本
も
、
帰
国
後
は
小
野
と
同
じ
く
同
志
社

に
戻
り
、
新
島
が
設
立
し
た
同
志
社
病
院
で
医

師
と
し
て
恩
師
の
宿
志
を
果
た
そ
う
と
し
た
。

ふ
た
り
は
共
に
「
小
新
島
」
を
目
指
し
た
同
志

で
も
あ
っ
た
。

帰
国
し
て
同
志
社
へ

　
小
野
は
一
八
八
七
年
か
ら
ミ
シ
ガ
ン
大
学
大

学
院
に
進
ん
で
理
財
学
（
経
済
学
）
を
学
び
、

博
士
号
を
得
た
。
が
、
そ
の
直
後
に
父
の
死
に

　
横
浜
出
港
は
十
一
月
五
日
。
奇
し
く
も
同
郷

の
家
永
も
同
じ
船
で
オ
ベ
リ
ン
へ
と
発
つ
。
彼

は
小
野
を
柳
川
か
ら
同
志
社
に
連
れ
出
し
た
ば

か
り
か
、
今
度
も
オ
ベ
リ
ン
ま
で
小
野
を
同
伴

す
る
。
ち
な
み
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
行

く
内
村
鑑
三
も
、
小
野
と
同
じ
船
室
に
な
っ
た
。

で
あ
る
。
早
く
か
ら
川
本
の
勧
め
が
あ
っ
た
か

ら
で
も
あ
ろ
う
。「
西
洋
ニ
行
っ
て〔
徴
兵
を
〕

逃
か
れ
様よ
う

と
、
私
と
神
戸
の
川
本
恂
蔵
と
二
人

で
洋
行
ニ
決
し
た
」（『
創
設
期
の
同
志
社
』
三
一

〇
頁
。〔
　
〕
は
本
井
）。
川
本
は
小
野
に
先
立

っ
て
渡
米
し
、
オ
ベ
リ
ン
（O

berlin C
ollege, 

O
H

）
に
入
学
し
た
。

　
東
京
で
相
談
を
も
ち
か
け
た
人
た
ち
の
賛
成

も
心
強
か
っ
た
。「
曽
我
中
将
ヤ
文
部
省
ノ
人
々

ニ
示
談
シ
、
米
国
ノ
オ
ブ
リ
ン
大
学
校
（
川
本

恂
蔵
氏
ノ
学
校
）
ニ
入
校
ニ
決
意
。
七
年
ヲ
経

テ
、日
本
ニ
帰
ル
ベ
シ
ト
」
と
即
断
し
た
（『
池

袋
清
風
日
記
』下
、一
六
四
頁
）。「
曽
我
中
将
」

は
曽
我
祐す
け

準の
り

陸
軍
中
将
、「
文
部
省
ノ
人
々
」

と
は
清
水
彦
五
郎
ら
で
、
い
ず
れ
も
同
郷
で
あ

っ
た
。

　
京
都
で
も
同
志
社
の
宣
教
師
た
ち
の
意
見
も

聴
取
し
た
。
新
島
は
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅

立
っ
て
い
た
。
恩
師
の
Ｄ
・
Ｗ
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド

を
始
め
、
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
Ｍ
・
Ｌ
・

ゴ
ー
ド
ン
、
Ｃ
・
Ｍ
・
ケ
イ
デ
ィ
は
こ
ぞ
っ
て

賛
同
し
、
全
員
が
オ
ベ
リ
ン
大
学
学
長
へ
の
推

薦
状
を
認
し
た
た
め
て
く
れ
た
（『
新
島
襄
全
集
』
九
下
、

一
三
〇
頁
）。
費
用
は
父
親
が
な
ん
と
か
工
面

し
た
。

志
社
校
友
会
の
二
代
目
会
長
に
就
い
た
。
初
代

の
加
藤
勇
次
郎
か
ら
小
野
を
経
て
、原
田
助た
す
く（
第

三
代
）、
吉
田
作さ
く

哉や

（
第
四
代
）
に
至
る
ま
で
、

四
人
そ
ろ
っ
て
九
州
人
（
う
ち
二
人
は
「
熊
本

バ
ン
ド
」）
で
あ
る
。

　
日
銀
に
入
っ
た
小
野
は
そ
の
後
、
興
銀
に
転

じ
、
海
外
勤
務
や
出
張
も
含
め
て
、
中
国
や
欧

米
を
駆
け
巡
っ
た
。
最
後
は
総
裁
（
第
四
代
）

と
な
っ
た
が
、
現
職
の
ま
ま
五
十
九
歳
で
死
去

し
た
。
級
友
だ
っ
た
安
部
磯
雄
は
、「
清
廉
な

一
生
だ
っ
た
」
と
弔
辞
で
称
え
た
。

た
恩
師
の
志
と
夢
は
、
小
野
に
は
遺
言
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ
た
。「
片
約
束
」
と
言
う
以
上
、

小
野
は
「
時
が
来
れ
ば
」
と
応
答
し
て
い
た

の
か
。

　
京
都
で
は
さ
っ
そ
く
同
志
社
政
法
学
校
の
開

校
準
備
に
着
手
し
た
。
新
島
死
後
の
翌
年
、
一

八
九
一
年
に
仮
開
校
（
正
式
開
校
は
翌
年
）
さ

せ
る
や
、
同
校
教
頭
（
校
長
は
同
志
社
社
長
の

小
崎
弘
道
）
に
就
任
。
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
経
済

学
を
専
攻
し
た
先
輩
の
市
原
が
帰
国
す
る
と
、

教
頭
職
を
譲
っ
た
。
小
崎
も
市
原
も
「
熊
本
バ

ン
ド
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
原
が
一
八
九
五

年
に
日
銀
に
転
出
す
る
や
、
小
野
は
教
頭
に
復

職
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
立
つ
政
法
学
校
は
、
一

八
九
〇
年
代
に
吹
き
荒
れ
た
国
粋
主
義
の
暴
風

の
た
だ
中
で
翻
弄
さ
れ
、
学
生
募
集
に
苦
闘
し

た
。
最
後
の
数
年
は
開
店
休
業
で
あ
っ
た
。
小

野
は
正
規
の
廃
校
（
一
九
〇
四
年
）
を
待
た
ず

に
一
八
九
六
年
に
辞
職
。
や
が
て
市
原
の
後
を

追
う
よ
う
に
（
川
田
小こ

一
郎
日
銀
総
裁
に
招
か

れ
て
）
日
銀
に
入
行
す
る
。

　
後
任
教
頭
は
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
浮
田
和か
ず

民た
み

。

市
原
、
小
野
に
続
く
九
州
人
で
あ
る
。
九
州
人

と
言
え
ば
、
小
野
は
同
志
社
退
職
の
年
に
、
同

遭
い
、一
八
八
九
年
十
一
月
に
帰
国
し
た
。「
魂

の
父
」
新
島
が
死
去
す
る
二
か
月
前
で
あ
っ
た
。

東
京
で
療
養
中
の
恩
師
に
二
度
面
談
し
、
手
紙

の
や
り
と
り
も
二
度
で
き
た
。
新
島
は
病
躯
を

押
し
て
関
東
に
赴
き
、
大
学
設
立
募
金
の
た
め

に
最
期
の
死
力
を
振
り
絞
っ
て
い
た
。
同
志
社

大
学
実
現
に
は
小
野
の
力
が
不
可
欠
、
と
新
島

は
力
説
し
た
。
そ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
研
修
を

ド
イ
ツ
で
積
む
よ
う
勧
め
た
。

　
残
さ
れ
た
病
弱
な
老
母
や
家
計
を
考
慮
し
て
、

小
野
は
即
答
を
渋
っ
た
。
が
、
新
島
は
あ
く
ま

で
も
招
聘
に
こ
だ
わ
り
、
留
学
費
用
は
同
志
社

が
、
留
守
家
族
の
面
倒
は
自
分
が
引
き
受
け
る
、

と
ま
で
説
得
し
た
。
結
局
、
小
野
の
確
約
が
得

ら
れ
な
い
ま
ま
、
新
島
は
不
帰
の
人
と
な
っ
た
。

小
野
は
留
学
せ
ず
に
、
故
郷
の
橘
蔭
学
館
で
教

頭
を
務
め
た
。
が
、
や
は
り
「
小
新
島
」
た
ら

ん
と
決
意
し
直
し
、
翌
年
、
同
志
社
に
戻
っ
て

新
島
の
遺
志
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
。

　
当
時
を
回
想
し
て
「
そ
れ
で
、〔
新
島
〕
先

生
と
は
片か
た

約
束
の
様
な
工
合
〔
具
合
〕
ニ
な
っ

て
居
た
の
で
、明
治
二
十
四
年〔
一
八
九
一
年
〕

九
月
、
同
志
社
ニ
政
法
学
校
を
起
こ
し
て
や
っ

た
の
で
あ
る
」
と
述
懐
す
る
（『
創
設
期
の
同

志
社
』
三
一
一
頁
）。
死
去
直
前
に
告
げ
ら
れ

オベリン大学から新島に宛てられた小野書簡
（1884年12月29日。同志社社史資料センター蔵）

ハリス理化学館前での同志社政法学校教員・学生たち
（同志社大学神学部蔵）
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税
所
鶴

　
同
志
社
入
学
か
ら
教
頭
辞
任
に
至
る
ま
で
、

小
野
は
新
島
や
「
熊
本
バ
ン
ド
」
か
ら
大
き
な

感
化
を
受
け
た
。
と
く
に
最
後
の
政
法
学
校
時

代
に
、
同
じ
く
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
指
導
を
受

け
た
女
性
と
出
逢
っ
て
結
婚
に
至
る
の
は
、
奇

し
き
こ
と
で
あ
る
。岡
山
出
身
の
税さ
い

所し
ょ

鶴
で
あ
る
。

　
番
組
は
、
鶴
の
父
親
が
岡
山
藩
士
（
税
所
篤あ
つ

人と

）
の
息
子
、
母
親
が
二
本
松
藩
士
の
娘
（
丹

羽
嘉か

與よ

）
で
あ
る
点
に
注
目
。
戊
辰
戦
争
で
相

互
に
闘
っ
た
藩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て

ふ
た
り
が
め
ぐ
り
逢
い
、
結
婚
で
き
た
の
か
、

そ
の
消
息
を
執
拗
に
探
っ
て
み
せ
た
。
二
本
松

と
言
え
ば
、
鶴
ヶ
城
と
並
ぶ
会
津
戦
争
の
激
戦

地
。
籠
城
戦
を
戦
っ
た
新
島
夫
人（
山
本
八
重
）

に
す
れ
ば
、
特
に
京
都
で
は
嘉
與
は
心
許
せ
る

数
少
な
い
会
津
人
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
英
二
郎
と
鶴
の
結
婚
は
一
八
九
一
年
八
月
三

十
一
日
。
新
婦
は
同
志
社
で
学
ん
だ
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
新
島
が
設
立
し
た
京
都
看
病
婦
学

校
（
校
長
は
小
崎
）
で
働
い
て
い
た
。
彼
女
は

当
初
、同
志
社
姉
妹
校
の
神
戸
英
和
女
学
校（
神

戸
女
学
院
）
に
入
学
し
た
が
、
そ
れ
に
は
「
熊

本
バ
ン
ド
」
の
金
森
通み
ち

倫と
も

の
力
が
大
き
い
。
そ

れ
が
読
み
取
れ
る
の
が
、
青
木
要
吉
に
よ
る
同

志
社
入
学
時
の
回
想
で
あ
る
。

　「
私
は
十
二
月
の
末
、〔
岡
山
教
会
牧
師
の
〕

金
森
通
倫
氏
に
伴
は
れ
、
恰
ち
ょ
う

度ど

神
戸
女
学
校
へ

行
く
途
中
の
小
野
英
二
郎
氏
の
夫
人〔
と
な
る
〕

つ
る
子
氏
と
同
船
し
て
、神
戸
迄
行
っ
た
」（『
創

設
期
の
同
志
社
』
二
一
一
頁
）。

　
金
森
の
岡
山
伝
道
は
、
横
井
時
雄
の
今
治
伝

道
と
並
ぶ
「
快
挙
」
で
、
ふ
た
り
と
も
赴
任
ま

も
な
く
教
会
を
立
ち
上
げ
た
。
岡
山
教
会
の
伝

承
で
は
「
教
会
設
立
に
尽
力
し
た
ひ
と
り
が
税

所
篤
人
」
と
い
う
。
な
ら
ば
税
所
家
は
一
家
そ

ろ
っ
て
信
徒
や
求
道
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。

　
こ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中

の
税
所
類
三
（
野
村
家
か
ら
迎
え
た
税
所
家
の

養
子
で
、
鶴
の
婚
約
者
）
が
実
家
に
宛
て
た
手

紙
（
高た
か

畑
ば
た
け

富
子
氏
所
蔵
）
で
あ
る
。
文
中
に

篤
人
と
金
森
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
類
三

は
信
徒
の
う
え
、
神
学
・
医
学
研
究
の
た
め
に

留
学
し
た
だ
け
に
、
税
所
家
に
は
持
っ
て
こ
い

の
婿
養
子
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
鶴
と
の
結
婚
前

に
病
死
し
て
し
ま
っ
た
。

　
ほ
か
に
も
、
税
所
家
に
は
こ
う
伝
わ
る
。
高

畑
氏
に
よ
る
と
、
鶴
の
母
（
嘉
與
）
は
娘
た
ち

に
「
教
会
に
行
き
な
さ
い
」
と
熱
心
に
勧
め
、

教
会
か
ら
戻
る
と
「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
」
と
菓

子
を
与
え
た
。
番
組
で
は
「
岡
山
で
は
嘉
與
も

聖
書
を
読
ん
で
い
た
」
と
の
税
所
宏
子
氏
（
鶴

の
孫
）
の
証
言
を
紹
介
し
た
う
え
で
、「
母
の

影
響
も
あ
っ
て
、
鶴
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
に
接
し
て
い
た
」
と
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

流
し
た
。

　
こ
の
税
所
家
に
キ
リ
ス
ト
教
を
説
い
た
の
が
、

金
森
や
宣
教
師
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
系
学

校
に
入
れ
る
た
め
に
金
森
が
神
戸
ま
で
鶴
を
同

伴
し
て
い
る
こ
と
が
、
決
定
的
な
証
拠
で
あ
る
。

鶴
が
ま
も
な
く
神
戸
で
入
信
す
る
の
も
、
岡
山

で
の
下
地
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
神
戸
女

学
院
の
資
料
に
よ
る
と
、
受
洗
は
一
八
八
四
年

七
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
鶴
は
神
戸
の
学
校
を
中
退
し
て
、

横
浜
共
立
女
学
校
へ
と
転
じ
た
。
同
系
と
は
言

え
他
教
派
の
学
校
だ
け
に
、
転
校
の
理
由
や
動

機
が
気
に
は
な
る
。
と
も
あ
れ
、
同
校
を
一
八

九
〇
年
六
月
に
卒
業
す
る
と
、
京
都
看
病
婦
学

校
に
赴
任
。
学
生
や
正
職
員
で
あ
っ
た
形
跡
は

な
く
、
身
分
や
働
き
は
不
明
で
あ
る
。
看
護
師

で
も
な
い
。
宣
教
師
の
通
訳
で
も
務
め
た
も
の

か
。
番
組
で
は
「
恩
師
の
布
教
の
手
伝
い
を
し

た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

　
恩
師
と
は
、
Ｅ
・
タ
ル
カ
ッ
ト
で
あ
る
。
一

八
七
五
年
に
神
戸
女
学
院
の
前
身
を
立
ち
上
げ
、

初
代
校
長
に
就
任
。
翌
年
、
乞
わ
れ
て
岡
山
伝

道
に
転
じ
た
の
で
、
金
森
や
税
所
家
と
の
交
流

が
始
ま
っ
た
。
一
八
九
〇
年
に
は
京
都
に
転
じ
、

以
後
数
年
に
わ
た
っ
て
京
都
看
病
婦
学
校
や
同

志
社
病
院
で
患
者
や
学
生
へ
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

を
行
な
っ
た
。
そ
う
し
た
彼
女
が
、
か
つ
て
岡

山
で
指
導
し
た
鶴
を
秘
書
や
バ
イ
ブ
ル
・
ウ
ー

マ
ン
（
女
性
伝
道
師
）
と
し
て
、
京
都
に
呼
び

寄
せ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
も
う
ひ
と
り
の
可
能
性
も
あ
る
。女
医
の
Ｓ
・

Ｃ
・
バ
ッ
ク
レ
ー
（S.C

.Buckley

）
で
あ
る
。

夫
は
同
志
社
の
神
学
教
授
で
あ
る
。
英
二
郎
の

遺
品
（
孫
の
小
野
有
五
氏
蔵
）
に
、
バ
ッ
ク
レ

ー
夫
妻
が
英
二
郎
夫
妻
に
贈
っ
た
家
族
写
真

（
撮
影
は
京
都
）が
混
じ
る
。裏
面
の
献
辞
、 

“To 
our esteem

ed frien
ds. M

r. &
 M

rs. 
Y

.O
no

”  （
英
二
郎
は
自
身
、Yeijiro

と
表
記
）

か
ら
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
が
窺
え
る
。
鶴
が

仕
え
た
の
は
、
タ
ル
カ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
バ

ッ
ク
レ
ー
も
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
鶴
の
宣
教
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
英
二
郎
の
そ
れ
に
引
け
を
と
ら
な
い
。

夫
妻
の
生
涯
、
と
り
わ
け
前
半
は
、
共
通
し
て

「
熊
本
バ
ン
ド
」
や
同
志
社
系
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
）
と
の
繋
が
り
が
濃
い
。

英
二
郎
・
鶴
の
子
と
孫

　
英
二
郎
と
鶴
は
二
女
五
男
に
恵
ま
れ
た
。
京

都
で
生
ま
れ
た
長
男
の
俊
一
は
、
長
じ
て
翻
訳

家
と
し
て
名
を
成
す
が
、
ほ
か
に
も
小
野
ア
ン

ナ
と
の
国
際
結
婚
が
有
名
で
あ
る
。
一
九
一
四

年
、
ロ
シ
ア
留
学
中
に
帝
政
ロ
シ
ア
貴
族
の
血

を
引
く
旧
家
の
娘
（
音
楽
家
）
と
恋
愛
し
、
ロ

シ
ア
革
命
の
さ
な
か
に
結
婚
し
た
。
俊
一
が
国

際
結
婚
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
小
野
家
の
隣
に

住
ん
だ
ア
メ
リ
カ
人
、
新
渡
戸
満
里
子
（
稲
造

夫
人
）
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で
は
、
と
の
推
測

も
あ
る
。

　
ア
ン
ナ
と
離
婚
後
、
俊
一
は
日
本
人
女
性
と

再
婚
し
た
。
そ
の
子
が
小
野
勇
五
氏
（
北
海
道

大
学
名
誉
教
授
）
で
あ
る
。
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
の

従
兄
弟
に
あ
た
る
。

　
英
二
郎
の
次
男
、
英
輔
は
東
大
数
学
科
を
出

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
二
郎
の
強
い
指
示
で

1891年6月、京都看病婦学校校舎前での第4回卒業式記念写真。
3列目左から2人目が小野、3人目が鶴
（『京都看病婦学校五十年史』から）

家族写真。1896年6月、京都室町一条上ルの小野邸で。
前列左から妹、次女、鶴、英二郎、長男、不明。

後列は最後の政法学校学生か（小野有五氏提供）。
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か
ら
採
っ
た
と
告
白
し
て
い
た
。
同
書
は
ジ
ョ

ン
が
作
詞
す
る
七
年
前
に
ヨ
ー
コ
が
自
費
出
版

し
た
詩
集
。
そ
の
中
の
「
ツ
ナ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ピ
ー
ス
・
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
」と
い
う
詩
は
、「
想

像
し
て
ご
ら
ん
、
千
の
太
陽
が
一
度
に
の
ぼ
る

と
こ
ろ
を
」
と
詠
う
。
ジ
ョ
ン
は
こ
の
フ
レ
ー

ズ
に
感
銘
を
受
け
て
、
曲
の
タ
イ
ト
ル
な
ど
に

使
っ
た
の
で
あ
る
。

　
代
表
的
な
反
戦
歌
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
詩
の

ベ
ー
ス
に
は
、
ヨ
ー
コ
の
平
和
思
想
が
潜
む
。

彼
女
は
前
衛
芸
術
家
ば
か
り
か
、
夫
同
様
に
平

和
運
動
家
で
も
あ
る
。
夫
妻
に
は
共
通
の
根
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ふ
た
り
の
平
和
運
動
の
水

脈
は
何
か
。
上
じ
ょ
う

毛も
う

カ
ル
タ
の
読
み
札
「（
へ
）

平
和
の
使つ
か
い徒

　
新
島
襄
」
と
の
繋
が
り
を
「
イ

マ
ジ
ン
」
す
る
の
も
、
あ
な
が
ち
無
意
味
だ
と

は
言
え
ま
い
。

　
番
組
を
見
た
本
学
院
生
は
、「
平
和
を
テ
ー

マ
に
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
芸
術
に
心
を
打
た

れ
た
」
と
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
た
。
学
外
の
方

か
ら
も
、「
彼
女
は
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
側
か

ら
し
か
評
価
さ
れ
て
い
な
い
が
、
彼
女
の
世
界

観
、LO

V
E&

PEA
C

E

の
原
点
に
新
島
先
生

も
居
ら
れ
た
こ
と
が
、
わ
か
り
ま
し
た
。
世
界

は
一
つ
で
す
ね
」
と
伝
え
ら
れ
た
。

は
彫
刻
家
へ
の
道
で
あ
る
。
彼
女
の
自
伝
『
女

ひ
と
り
世
界
に
翔
ぶ 

― 

内
側
か
ら
み
た
世
界

銀
行
二
十
八
年
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）

の
書
名
は
暗
示
的
で
、
姉
同
様
に
世
界
に
飛
翔

す
る
。
い
ま
も
姉
妹
そ
ろ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に

住
む
。

オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
と
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン

　
三
度
に
及
ん
だ
ヨ
ー
コ
の
結
婚
も
、
国
際
的

で
あ
る
。
最
初
の
夫
は
親
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
選
ん
だ
日
本
人
の
前
衛
芸
術
家
。
二
人
目
は

ア
メ
リ
カ
人
で
音
楽
家
・
映
像
作
家
、
そ
し
て

三
人
目
が
イ
ギ
リ
ス
人
で
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ジ
ョ

ン
・
レ
ノ
ン
で
あ
る
。
三
度
目
の
結
婚
生
活
は
、

芸
術
活
動
の
面
で
も
二
人
三
脚
で
あ
っ
た
。

　
ヨ
ー
コ
と
レ
ノ
ン
の
共
作
の
う
ち
、
代
表
作

は
「
♪
イ
マ
ジ
ン
」（
一
九
七
一
年
）
で
あ
ろ
う
。

リ
リ
ー
ス
以
来
、
四
十
数
年
間
、
ジ
ョ
ン
の
作

詞
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
去
年
の
六
月
、

全
米
音
楽
出
版
協
会
が
共
作
と
認
定
し
た
。
音

楽
の
教
科
書
に
は
、
今
後
、
ヨ
ー
コ
の
名
前
が

入
る
で
あ
ろ
う
。

　「
イ
マ
ジ
ン
（Im

agin

）」
と
の
呼
び
か
け

で
始
ま
る
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ン
は
生
前
、

詩
集
『
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
』（
一
九
六
四
年
）

横
浜
正
し
ょ
う

金き
ん

銀
行
に
入
行
し
た
。
新
島
の
大
口

支
援
者
で
あ
っ
た
原
六
郎
が
、か
つ
て
頭
取（
第

四
代
）
を
務
め
た
銀
行
で
あ
る
。
英
輔
は
ア
メ

リ
カ
駐
在
な
ど
を
経
て
、
最
後
は
後
身
の
東
京

銀
行
で
常
務
と
な
っ
た
。
芸
術
家
と
し
て
の
資

質
に
恵
ま
れ
、
元
々
ピ
ア
ニ
ス
ト
志
望
で
あ
っ

た
。
が
、「
総
裁
」
の
子
と
し
て
、
不
本
意
な

が
ら
銀
行
員
に
転
身
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

一
方
、
英
輔
の
妻
、
磯
子
は
安
田
善
次
郎
の
孫
。

そ
う
し
た
煌
び
や
か
な
家
系
（
母
方
と
父
方
と

も
）
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
洋
子
（
オ
ノ
・
ヨ

ー
コ
）
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
コ
は
東
京
で
誕
生
し
た
が
、
父
親
の
転

勤
に
伴
い
、
日
米
の
諸
学
校
・
大
学
で
教
育
を

受
け
た
。
祖
父
や
父
親
か
ら
芸
術
性
や
国
際
性

を
生
ま
れ
な
が
ら
に
受
け
継
ぐ
点
は
、
妹
の
小

野
節
子
氏
も
同
様
で
、
小
野
家
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
ヨ

ー
コ
以
上
に
保
持
す
る
。
永
年
、
国
際
公
務
員

と
し
て
世
界
銀
行
（
本
部
長
）
や
米
州
開
発
銀

行
で
活
躍
し
た
（
ち
な
み
に
弟
の
啓け
い

輔す
け

氏
は
三

菱
商
事
）。
大
蔵
省
と
の
人
脈
を
築
く
た
め
に

ヨ
ー
コ
の
知
人
、
土
井
た
か
子
（
日
本
社
会
党

委
員
長
、
同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
）
の
力
を

借
り
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
最
終
的
に
晩
年
に
行
き
着
い
た
の


